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球交流大会（第３９回全国スポーツ少年

団軟式野球交流大会北海道予選会）が開

催され、仁木野球スポーツ少年団が出場、

見事初優勝を果たしました。 

 本大会は各地区予選を勝ち抜いた道内

１６チームによるトーナメント戦で行わ

れ、その頂点に立つ１チームだけが全国

大会へ進むことができます。 

 激戦を制し全道王者となった仁木野球

スポーツ少年団は、８月３日（木）から

６日（日）までの４日間、宮城県におい

て開催される第３９回全国スポーツ少年

団軟式野球交流大会に北海道代表として

出場します。 

笑顔で優勝カップと優勝旗を掲げる仁木野球スポーツ少年団員 

 ７月１５日（土）から１７日（月・祝）

までの３日間、旭川ドリームスタジアム

ほかにおいて、第３８回スタルヒン杯争

奪全道スポーツ少年団軟式野球交流大会 

兼第３２回北海道スポーツ少年団軟式野 

に優勝したチームはあり

ませんでした。今回の仁

木野球スポーツ少年団の

優勝は、後志地区のチー

ムとしても初の快挙であ

り、大都市圏ではなくと

もチームが団結すれば強

豪チームに打ち勝つこと

ができるということを証

明してくれました。 

日 時 ８月２日（水）午前９時 

場 所 仁木町役場庁舎前 

皆さんでチームにエールを送りましょう！ 

 過去３７回の大会において、後志地区の

チームは第１０回大会に岩内町のチーム

が準優勝を収めたのが最高位で、これまで 

輝いた！選手１８人！ 
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負
で
し
た
。
特
に
決
勝

戦
は
延
長
戦
と
な
り
、

ノ
ー
ア
ウ
ト
満
塁
の
タ

イ
ブ
レ
ー
ク
に
突
入
、

ど
ち
ら
が
勝
っ
て
も
お

か
く
し
な
い
試
合
に
な

り
ま
し
た
。
で
も
最
後

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
選

手
み
ん
な
の
努
力
と

「
勝
ち
た
い
」
と
い
う

思
い
が
相
手
チ
ー
ム
よ

り
勝
っ
て
い
た
こ
と

が
、
全
道
大
会
優
勝
と

い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ

た
と
思
い
ま
す
。 

 初戦の別保イーグルススポーツ少年団（釧路）戦

は、打線が繋がり８対４で快勝。２回戦は北見ビク

トリースポーツ少年団（網走）と対戦し、山北選手

が左中間を抜かれた当たりを好送球で２塁アウト

にするなどの好守もあり、５対３で勝利。新十津川

ホワイトベアーズスポーツ少年団（空知）との準決

勝は、終盤に粘りを見せられるも５対４で勝利しま

した。 

 決勝戦は千歳ガッツ野球スポーツ少年団（石狩） 

 

から１イニングを行い得点の多いチームを勝ち

とする「タイブレーク方式」で試合を進めるこ

とになりました。７回表、相手チームの猛攻を

受け４点を失ってしまいますが、裏の攻撃で山

下主将を中心とした最後まであきらめないプレ

ーで４点を取り返し、再びタイブレークに！ 

８回表に２点を失うもその裏再び反撃し３点

を奪い、サヨナラ勝利で初優勝を果たしました。 

と対戦。序盤から点の取り合いとなる

試合展開となりました。 

２点リードで迎えた６回に同点とさ

れ、７回からはノーアウト満塁の状況 

少
年
団
最
終
年
と
な
る
６
年
生
５
人
に
全

道
大
会
の
感
想
や
全
国
大
会
へ
向
け
て
の
抱

負
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

【
山
下 

主
将
】
規
定
に
よ
り
全
国
大
会
で
は

メ
ン
バ
ー
登
録
で
き
な
い
低
学
年
の
団
員
の

思
い
を
持
っ
て
勝
ち
進
ん
で
全
国
優
勝
。 

【
関 

選
手
】
ま
さ
か
優
勝
す
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
最
後
の
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
は
、
と
て

も
緊
張
し
た
。
全
国
大
会
で
は
絶
対
に
優
勝

し
た
い
で
す
。 

【
山
北 

選
手
】
全
国
大
会
に
は
強
い
チ
ー
ム

が
た
く
さ
ん
い
る
け
ど
、
仁
木
野
球
ス
ポ
ー 

ツ
少
年
団
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
元
気
」
で

は
負
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
。 

【
鶴
田 

選
手
】
全
道
大
会
で
は
特
に
目
立
つ

活
躍
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
全
国
大

会
で
は
も
っ
と
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
で
す
。 

【
友
行 

選
手
】
全
道
大
会
の
初
戦
に
勝
っ
た

と
き
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
決
勝
戦
は
す

ご
く
ド
キ
ド
キ
し
た
。
全
国
大
会
で
は
次
の

目
標
で
あ
る
全
国
制
覇
を
し
た
い
。 

【
関 

雅
樹 

監
督
】
全
道
大
会
は
１
回
戦
か

ら
決
勝
戦
ま
で
全
て
の
試
合
が
紙
一
重
の
勝 

 

今
回
活
躍
し
た
選
手
は
、
今
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行

動
し
て
く
れ
た
選
手 

人
全
員
で

す
。
小
さ
な
町
の
小
さ
な
少
年
団

が
大
き
な
結
果
を
残
せ
た
こ
と
は

監
督
と
し
て
子
ど
も
達
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に

感
謝
し
、
そ
し
て
一
緒
に
戦
っ
た

対
戦
チ
ー
ム
の
球
友
達
の
想
い
を

抱
い
て
全
国
大
会
で
戦
っ
て
き
ま

す
。「
目
指
す
は
全
国
制
覇
」
新
た

な
目
標
に
向
か
っ
て
「
自
分
を
信

じ
て
、
仲
間
を
信
じ
て
」
。 
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６
年
生
の
選
手 

右
か
ら 

 

と
も
ゆ
き 

そ
う
た 

友
行 

颯
大  

選
手
（
仁
木
小
） 

 

せ
き 

た
つ
の
す
け 

関 

辰
之
助 

選
手
（
仁
木
小
） 

 

や
ま
し
た 

ゆ
う
む 

山
下 

佑
夢  

主
将
（
銀
山
小
） 

 

や
ま
き
た 

た
い
し 

山
北 

大
志  

選
手
（
仁
木
小
） 

 
つ
る
た 

 

そ
ら 

鶴
田 
創
良  

選
手
（
仁
木
小
） 

 

 

関 雅樹 監督 


